
2010年度第3回教育研究審議会議事要録 
 
日  時  2010年5月19日（水) 10時40分～11時30分 
場  所  学術センター3階会議室 
出 席 者  荻野学長、木村理事、植田理事、古田理事、金子教授、濱田教授、櫻木教授、 

土屋教授、米田教授、佐々教授、西田教授、久保園監事 
                     
配布資料 １．教員の公募について 
     ２．大学入試センター試験の出題科目の選択範囲等の変更について 
    ３．木浦大学校と下関市立大学の学術交流協定について 
    ４．教学改革プラン検討部会要領 

 
議題１ 教員採用方針について 
  5月20日の教授会に原案を付託する。 
 
議題２ 入試科目等の変更について 
  一部修正のうえ、承認された。 
 
議題３ 韓国・木浦大学校との協定について 
  英文表記方法について確認が必要な箇所があるため、木浦大学校と折衝のうえ、必要があ

ればしかるべき措置を取ることとした。なお、この協定については、今後学長に一任するこ

ととした。 
   
議題４ 教員の割愛について 
  5月14日に他の高等教育機関から、本学准教授を准教授として割愛したいとの申し出があ
った。通常、在外研修を行った教員は少なくとも3年は本学に勤務することとなっているが、
諸事情に鑑みて今回は承認することとした。 
  後任の採用については、改めて審議会に諮ることとした。 
 
報告１ 学則改正の届出について 
  4月30日付で、経済学科と国際商学科の収容定員減の変更及び新学科・公共マネジメント
学科の設置について文部科学大臣へ届出書類を提出した。今後は新学科の募集活動を行うこ

とが可能となる。 
 
報告２ 教学改革プラン検討部会について 
  配布資料に基づき、学長が報告した。 

 
以上 


